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とした（1 年生 164 名 , 2 年生 13 名 , 3 年生 7
名 , 4 年生 1 名）。回答者の平均年齢は 18.47 歳















































養調査」（健康・栄養情報研究会 , 2010; BMI:
Table 1　BMI の平均値比較
平均値 (x) 標準偏差 最小値 最大値 低体重 普通体重 肥満
回答者_現在_BMI 20.02b 2.28 15.06 ～ 31.22 46 134 5
回答者_中学1年_BMI 18.84a 2.27 12.76 ～ 29.43 84 98 3
父親_BMI 23.13d 2.85 15.09 ～ 31.22 6 143 36
母親_BMI 20.81c 2.53 12.33 ～ 29.28 35 141 9
［反復測定分散分析］ F(2.43, 447.06)=132.58, p=.001
N=185















未回転主成分負荷量が .730 ～ .902 と良好な結
果が得られた。②の分析でも，当該項目得点と
当該項目を除く合計得点のピアソン相関がい






















Table 2　各 BMI および痩身願望の関係－ピアソン相関値－
回答者_現在_BMI 回答者_中学1年_BMI 父親_BMI 母親_BMI 痩身願望
回答者_現在_BMI **** .643 .234 .294 .409
p=.001 p=.001 p=.001 p=.001
回答者_中学1年_BMI **** .147 .326 .176
p=.045 p=.001 p=.016









分析 2 ［目的変数: 痩身願望］




















































e1 ～ e3: 誤差項
  矢印 : 標準化パス係数［＊p<.01; 他はすべて p<.001］
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